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                 Study of Urinary Calculus 
                Chapter  III  : Study of Urinary Colloid 
                            Sinzo KATO 
        From the Department of Dermatologyand Urology, Kobe Medical College 
                        (Director  : Prof. Dr. M. Jogetsu) 
   A laboratory work was conducted on protective colloid in urine in accordance with 
Yamazoe method, and on calcaria in urine by Sulkowitch method, both per healthy men 
and patients of urinary calculus. Observation of the effect, further, of several drugs on 
protective action of colloid resulted in the undermentioned  : 
   1) After an experiment on 12 healthy men and 46 patients of urinary calculus, the 
latter was recognized to be weaker than the former in protective action. 
   2) Amongst he patients of calculus, those of recidivation proved to be of higher ratio 
in weakness of protective action, and to contain more percentage of hypercalcariuria. 
   3) After a test on human body and in vitro, it was found that Periston "N", chocola 
A  inj., 10% gelatine  inj., glycyron  inj. and strong  neominophagen C have prominent protec-
tive colloid action, especially periston N and chocola A being of high power. 
   4) No effect was seen on protective colloid action by making an internal use of gel-
atine. 
   5) By injection of periston N a certain effect of formation-control was seen on cy-






除去後,結 石再発等 の夫汝患者に就いて測定 し
て比較検討 した.更 に同時に尿中石灰をザルコ
ウイ ・vチ法41)により測定 し,尿膠質 と尿中石
灰の関係及び尿路結石と尿中石灰との関係に就
い ても若干 の考察 を行つ た.次 に数種類 の薬剤
即 ちチ ・ コラA,ゼ ラチ ン注射液,ペ リス トン
N,強 力ネオ ミノファゲ ンC,グ リチ ロン等が
尿膠質 に及 ぼす影響 を臨 床的及び実験 的に検討
した.






































































































































































結 石 成 分




燐 酸 マ グ ネ シウ ム,

















































































































































































































































































































































術 式 結石成分 現 在 結 石





両 腎 結 石
右腎結石(下腎杯)















右 腎 結 石+



























チョコラA,ゼ ラチy注射液,ペ リス トンN,強力
ネオ ミノファゲンC,グ リチロソを正常人に注射 して












先録1瞬 質(山㈱1 尿 中 石 灰(ザルコウイッチ法)









































































































に は6点 近 くな るが,8時 間後 に は 低 下す る.
ii)ペリス トyN… … …第7表 に示 す よ う に ペ リス
トソN20ccを 壽 注 す る と,膠 質 は ゼ ラ チ ンを静 注 し
た場 合 と同 じ く急 激 に上 昇 し,1時 間後 に6点 以 上 と
な り,そ の状 態 を6時 間持 続 し,そ の後 徐 々に低 下 し
て11時間後 に は 元 へ も どる.ペ リス トソNIOcc静 注
で は20cc静 注 した 時 に比 し,6点 以 上 は3時 聞 しか
持続 せ ず8時 間後 に は元 へ も どる.
iii)強力 ネ オ ミノファ ゲ ソc… …・・;ee8表の 示す よ
うに5ccを 筋 注 す る と,膠 質 は徐 々 に増 加 し,3時
間後 迄4点 を 持続 し6時 間後 に は 元 へ も どる,
iv)グリチ ロ ソ1号 … … …第8表 の示 す よ うに4cc
を 筋 注 す る と,強 力 ネナ ミノ ファ ゲyCの 場 合 と同様
に,や や 膠質 は上 昇 し,8時 間後 に は元 へ も ど る.
v)チ ・ コ ラA5万E… … …第9表 の示 す よ うに チ
ョ コ ラA5万Elccを 筋 注 す る と,膠 質 は徐 々に上












































ファゲンCは4倍稀釈に於て6点 以上を示 した.即 ち
ペ リス トyN,チ・コラAは非常に強力な膠質保護作
用 が あ り,10%ゼ ラ チ ソ,グ リチ ロソ1号,強 力 ネオ




糸を挿入 し,ペ リス トソNを毎 日3cc60目間筋注し
































1∞0倍 2000倍 4000倍 8000倍16000倍
10%ゼ ラ チ ン









ペ リ ス ト γN >6 >6 >6 5 2
2倍4倍 8倍 16倍32倍50倍 1∞倍200倍
強 力 ミ ノフ7ゲ ンC
グ リ チ ロ ン1号






































































































































患者は低下の率が最 も多 く認 められた.又 結石
再発患者に於 て,尿 中過石灰が最 も高率を示し
ていることから,尿膠質低下及び過石灰が結石





中へ排 泄 された もの と考え られ る.そ の中で最
も保護作 用 の強 いペ リス トンNは ポ リビニ ・ール
ピロ リドンな る高分子 化合体(平 均分子量1260
0士2700)を主成分 とす る もので,膠 質保護作
用はポ リビニール ピ ロリドンに よるものと考 え
られ る.水 溶性チ ・ コラAは 合成 ビク ミンAパ
ル ミテ ー トをポ リエチ レング リコール誘導体 な
る高分 子 の特 殊溶媒 に溶 かした もので膠質 保護
作 用 はペ リス トンNの 場 合 と同 じく高分子化合
体 によるもの と思 われる.ゼ ラチ ン注射液 はや
は り天然高 分子化 合 物の 蛋 白ゼ ラ チ ンよ りな
り,親 水膠質 に属 してい る.グ リチ ロン注 はグ
リチ ール リチン より成 り,之 も分子量 が大 きい
為,膠 質保護作 用を有す ると老え られ る.強 力
ネオ ミノファゲ ンCは グ リチ ール リチ ンを有効
成分 とす る薬 剤で原 田44,及び稲 田45)等は強力
ネオ ミノファゲンCの 膠 質作 用は グ リチ ール リ
チ ンの作 用で あると述 べ てい る.普 通保護膠質
と して作 用す るのは有機 高分 子物質 で あり,ペ
リス トンN,チ ・ コラA注 射液,・ぜラチン注射
液 はその成分 た る高分子 物質 に より著 明な保護
作 用 を有す る もの と考え られ る.ゼ ラチン及 び
ゼ ラア イス内服 に より尿膠質 保護 作用は全 く見
られ なかつ たが,之 はかか る高分子物質が腸管
686 加藤一尿路結石の研究
壁か ら吸収 されに くく,そ のため尿中へ掛 泄さ
れに くい為 であろ うと考える.
Iv結 論















5)家 兎膀胱異物結石に対 し,ペ リス トンN
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